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令和 ５ 年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 
 

学校番号 44 学 校 名 焼津水産高等学校 記 載 者 向井 稔 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 
自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

ア 

 

「基礎的学力」、「自己

理解力」、「将来設計

力」、「社会適応力」、「危

機管理能力」等を備え

た人材の育成 

【教務課】 

・「授業が理解でき

た」と答える生徒

８割以上 

・一日の家庭学習

時間(平日)60 分以

上の生徒８割以上 

・到達度テストの

単元正答率８割以

上 

・月１回以上、小

テストの実施及び

表彰制度の実施 

Ｂ Ｂ 

家庭学習の課題対策。 

達成状況には数字を記入し判断

しやすいようにしてほしい。 

授業の内容が理解できるという

ことは、先生方の教え方が良いと

いうことだと思いますが、家庭学

習については参考までですが、令

和 5年度家庭が取集時間は 107

分でした。もう少しバランスの良

い学習スケジュールを考える必

要があると思います。 

学習時間の安定化を望む。 

 

【企画研修課】 

・公開授業週間 年

１回以上 

・同集団の授業評価 

年２回 

・授業研究グループ

による授業実践、

相互評価の 

実施 

・ＩＣＴ活用等の校

内研修年２回実施 

Ａ Ａ 

企画研修が全て実施できたこと

は、とても良いことでした。 

AI、DXリテラシーの向上は今後

必要となると思われる。 

【進路課】  

・全学年を対象進路

ガイダンス 年２

回以上実施 

・全生徒を対象 進

路希望調査個別

面談の実施 

・就職/進学者の追

跡調査の実施  在

校生への還元 

Ｂ Ｂ 

就職、進学者の追跡調査は在校生

にとって参考になるので、ぜひや

ってほしいです。 

【生徒課】 

・水高カードの発行

枚数 

前年比－10% 

・進んで挨拶ができ

る生徒９割以上 

Ｂ Ｂ 

校舎建て替えもあったなか、重大

事故０件は A評価でよいと思い

ます。 
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【保健課・各学科】 

・実習、授業におけ

る重大事故発生

件数０件 

・学期ごと、施設・

設備等の安全点検

を実施 

Ｂ Ｂ メンタル強化、状態把握が必要。 

イ 

将来のスペシャリスト

として、確かな知識と

技能の定着、職業人と

しての「志」の育成 

【進路課・各学科】 

・２年生対象インタ

ーンシップ参加

率 100% 

・デュアルシステム

による企業研修 

参加生徒数 前年

比＋10% 

・３年生  進路実現

100％ 

・学科関連企業等へ

の 就 職 、 進 学 率 

85％以上 

Ｂ Ｂ  

ウ 

地域の発展を 

見据えて、 

全国・世界に羽ばたく

グローバル人材の育成 

【教務課】 

・短期海外留学等の

派遣者数１人以上

(継続) 

Ａ Ａ 

グローバル人材の育成はもっと

必要なことだと思います。日本人

の世界共通とされる英語力は中

国、韓国、台湾、ベトナムよりも

低いのが現状です。積極的な支援

は不可欠なことです。 

エ 

「自己肯定感」の向上、

「多様な価値観を共

有」できる豊かな人間

性を育む 

【生徒課】 

・部活動加入生徒の

割合100% 

・「自分が成長した」

と実感できる生

徒 ８割以上 

・生徒による主体的

な企画、 

運営が行われて

いる 

・社会貢献活動等に

生徒が積極的に参

加している 

Ｂ Ｂ 

成長の自己認識が 80%弱に終わ

り残念。B評価になるも、Aに近

いと思います。 

【図書課】 

・生徒貸出冊数 ３

冊以上(年間一人平

均） 

・朝読書の推奨 

・図書委員会による

イベントの企画、

開催年２回以上 

Ｂ Ｂ  
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オ 

健康な心身の 

育成及び「自他の安全

を守る」意識の醸成 

【総務課】 

・防災､津波避難訓

練 年２回実施 

・「災害時に適切な

行動がとれる」と答

える生徒８割以上 

Ｂ Ａ 

適切な行動 96.6％と高レベルに

あることは評価できる。A評価で

よいと思います。 

【保健課】 

・保健だより発行  

年６回以上 

・薬学講座、熱中症

予防講座の実施 

Ａ Ａ 

 

 

 

【相談室】 

・「気軽に相談でき

る教職員がいる」

と答える生徒 

８割以上 

・担任、学年、保健

室、相談室と連携

したサポート会

議の開催 

・SC(ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ)

の活用、外部専門機

関との 連携強化 

Ａ Ａ 

 

生徒の性格もそれぞれなので 8

割以上が相談できるのなら、十分

ではないでしょうか。 

カ 

学校経営基盤 

確立のための 

諸施策の推進 

【教務課・総務課】 

・学校ＨＰ、学校公

開、マスメディア

等 を 活 用 し た 

情報発信の実践 

・ＳＮＳ等を活用し

た保護者との連

絡体制の研究、 

ＰＴＡの広報広

聴活動の充実 

Ａ Ａ 十分結果が出ていると思う。 

【各学科】 

・地域や異校種と積

極的な交流の実

施 

・企業や大学等と連

携した教育プログ

ラムの開発 

Ａ Ａ  

【管理職】 

・法令順守、誇りと

使命感の 

涵養が図られて

いる 

・組織全体で業務の

効率化、働きやすい

職場づくりに 

取り組んでいる 

Ｂ Ｂ  
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【事務室】 

・適正で効率的な予

算執行がなされ

ている 

・施設設備の定期点

検、必要に応じた修

繕がなされている 

Ａ Ａ 
全てにおいて予定通りに進行で

きてよかったと思います。 

 


